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資料編                                    
富谷市総合交通検討委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 富谷市における将来のまちづくりを見据えた総合交通施策の基本方針となる「富谷

市公共交通グランドデザイン（都市・地域総合交通戦略）」の策定にあたり，市民や各種

関係機関及び関係団体等から様々な意見を反映させるため，富谷市総合交通検討委員会（

以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は，次に掲げる事項を所掌する。 

  ⑴「富谷市公共交通グランドデザイン（都市・地域総合交通戦略）」の策定に関する事項 

 ⑵ その他委員会が必要と認める事項 

  （組織） 

第３条 委員会は，次の各号に掲げる者のうちから富谷市長が委嘱し，又は任命する委員を

もって組織する。 

  ⑴ 学識経験者 

  ⑵ 交通事業者 

  ⑶ 大和警察署 

  ⑷ 福祉関係団体 

  ⑸ 住民代表者 

  ⑹ 関係行政機関 

  ⑺ 富谷市職員 

  ⑻ その他委員会の運営上必要と認められる者 

２ 委員の任期は，委嘱の日から２年以内とする。ただし，補欠委員の任期は，前任者の残

任期間とする。 

  （委員長及び副委員長） 

第４条 委員会に委員長及び副委員長各１名を置き，委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は，会務を総理し，会議の議長となる。 

３ 副委員長は，委員長を補佐し，委員長に事故あるとき又は欠けたときは，その職務を代

理する。 

  （会議） 

第５条 委員会は，富谷市長が招集する。 



資料編 

76 

２ 委員長は，必要があると認めるときは，委員以外の者を委員会に出席させることができ

る。 

  （庶務） 

第６条 委員会の庶務は，富谷市企画部企画政策課において処理する。 

  （補則） 

第７条 この要綱に定めるもののほか，委員会の運営に関し必要な事項は，委員会が別に定

める。 

    附 則 

  （施行期日） 

  この要綱は，平成３０年１０月１日から施行する。 
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用語集 

用語 掲載 説明 

都市・地域総合交通
戦略 

1 地方公共団体が、道路管理者、警察、地元経済団体等の関係者
で構成される協議会等において、魅力ある将来都市像と、その
実現に必要なハード・ソフト一体となった交通施策や実施プロ
グラム等を内容とする総合的な交通の戦略を策定するための調
査。 

仙塩都市圏 8 仙台市、塩竈市、名取市、多賀城市、岩沼市、富谷市、松島
町、七ヶ浜町、利府町、大和町、大衡村 

仙塩都市圏北部地域 8 仙台市泉区、富谷市、大和町、大衡村 
12 時間交通量 21 午前 7 時から午後 7 時までに交通量観測地点を通過した自動

車類の台数。 
24 時間交通量 21 午前 7 時から翌日午前 7 時または午前 0 時から翌日午前 0 

時までに交通量観測地点を通過した自動車類の台数。 
混雑度 22 交通調査基本区間の交通容量（通過することができる交通量）

に対する交通量の比。 
平均旅行速度 22 交通調査基本区間を通過する自動車類の平均速度。 
仙台都市圏パーソン
トリップ調査 

24 パーソントリップとは、“人(ハﾟｰソン)の動き(トリｯフﾟ)”を
意味する。パーソントリップ調査は、どのような人がいつ、何
の目的で、どこから、どこへ、どのような交通手段で動いたか
について調査し、ある 1日の全ての動きをとらえるもの。調査
データをもとに、都市圏の交通の実態を総合的に把握・分析
し、都市圏の望ましい都市交通のあり方を検討する。宮城県で
は、仙台市を中心とする 18市町村と共同で，『第 5回仙台都市
圏パーソントリップ調査』を実施。過去 4回行われており，平
成 29年調査は平成 14年以来，15年ぶりに実施。 

トリップ 24 ある目的（例えば、出勤や買物など）を持って起点から終点へ移動す
る際の、一方向の移動を表す概念であり、同時にその移動を定量的
に表現する際の単位。 

パークアンドライ
ド 

51 自宅から自家用車で最寄りの駅または バス停まで行き、
自動車を駐車させた後、 バスや鉄道等の公共交通機関を
利用して、 都心部の目的地に向かうシステム。 

サイクルアンドバ
スライド 

51 自宅から自転車で最寄りのバス停まで行き、自転車を駐車
させた後、 バス等の公共交通機関を利用して、 都心部の
目的地に向かうシステム。 

シェアサイクル 51 他の人と自転車をシェア(共有)し、必要なタイミングで自
転車を利用するための仕組みや方法。 従来のレンタサイ
クルと違い、シェアサイクルでは複数のサイクルポートで
乗降りが可能（登録制）。 

MaaS（Mobility as 

a Service） 

51 鉄道やバスといった公共交通のみならず、タクシー、レンタカ
ー、シェアサイクルなども対象に、検索方法やルート案内、支
払い方法を一元化し、移動全体を一つのサービスとして提供
し、使いやすくする考え。 

モビリティ・マネジ
メント（MM） 

51 一人一人のモビリティ（移動）が、個人的にも社会的にも望ま
しい方向（過度な自動車利用から公共交通・自転車等を適切に
利用する方向）へ自発的に変化することを促す、コミュニケー
ション施策を中心とした交通政策。 

ガイドウェイ・トラ
ンジット 

58 バス車両等が専用走行空間（本計画では高架専用道路を想定す
る）を走行する新たな公共交通システム。 

デマンド型交通 61 デマンド（需要）に応じてサービスを提供する乗合の公共交通
システム。予約に応じて、ドアツードアあるいはドアツードア
に近い形で乗合型で運行する。 

ＰＤＣＡサイクル 74 計画（Plan）、実施（Do）、評価（Check）、反映（Action）の
流れを次の計画に活かしていくプロセス、マネジメント手法。 
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富谷市都市・地域総合交通戦略（基本計画） 
 

令和 2 年 3 月 

 

発行：富谷市企画部企画政策課 

交通政策推進室 

 
〒981-3392 宮城県富谷市富谷坂松田 30 番地 

電話：022-358-0517（課代表） 

FAX：022-358-2365 

E-mail：koutsuu@tomiya-city.miyagi.jp 


